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調査の概要 

 

１．調査の目的 

旧柳川市、旧大和町、旧三橋町は平成１７年３月２１日に合併し、新柳川市として新しい

スタートを切りました。新しい柳川市としてのまちづくりを進めていくための「第１次柳川市総合計

画」策定に向けて、市民・学生・職員の皆様がまちづくりに対してどのような意見、要望を持って

いるのかを尋ね、計画策定の参考資料とするために本調査を実施しました。 

 

２．調査の対象 

区分 対象 サンプル数 

①市民アンケート 柳川市に居住する２０歳以上の住民 ４，０００人

②中学生アンケート 柳川市内の中学３年生の男女 ７５９人

③専修・専門学校生アンケート 
柳川市内にある３つの専門・専修学校に 

通う学生 
５１９人

④職員アンケート 柳川市職員 ６０２人

 

３．抽出方法 

市民アンケートは、無作為抽出法による。中学校と専修・専門学校は最終学年、市職員は全

員を対象としました。 

 

４．調査方法 

区分 調査方法 

①市民アンケート 郵送法（封書による郵送・回収。） 

②中学生アンケート 先生による直接配布 

③専修・専門学校生アンケート 先生による直接配布 

④職員アンケート 担当課職員による直接配布 
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５．調査時期 

区分 調査時期 

①市民アンケート 平成１７年６月２４日～７月１３日 

②中学生アンケート 平成１７年６月２４日～７月８日 

③専修・専門学校生アンケート 平成１７年６月２４日～７月８日、７月１１～２０日 

④職員アンケート 平成１７年６月２９日～７月８日 

 

６．回収状況 

区分 有効回答数 有効回答率 

①市民アンケート ２，２４１ ５６．０％ 

②中学生アンケート ７２６ ９５．７％ 

③専修・専門学校生アンケート ３８５ ７４．２％ 

④職員アンケート ５３８ ８９．４％ 

 

 

 

 





 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 





 

 

 

Ⅰ．市民アンケート調査の結果 

１．柳川市への定住意向 

 

当分は住

み続けた

い

18.7%

これから

も住み続

けたい

74.8%

おそらく市

外へ引っ

越す

3.2%

市外へ

引っ越し

たい

2.7%

無回答

0.6%

全　体(N=2,241）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住み続けたい理由は 
一つに集中。 

引越したい理由は 
特に集中した項目は 

ない。

柳川市への 
定住意向（住み 
続けたい）は９割。

家族や家屋・土地があ
るから

81.6

仕事があるから
25.4

柳川市の自然や環境が
良いから

22.4

通勤や買い物の便が良
いから

6.3

福祉がゆきとどき、高
齢者や障害者などが住
みやすいから 4.1

子どもを育てる環境に
適しているから

3.0

その他
3.8

無回答
2.0

81.6

4.1

3.0

3.8

2.0

6.3

22.4

25.4

0 20 40 60 80 100

(%)

全　体(N=2097）

交通や買い物などいろい
ろな面で不便なことが多
いから 34.4

柳川市では好きな仕事、
能力を生かせる仕事を選
ぶことができない 33.6

古いしきたりや近所づき
あいがわずらわしいから

30.5

まちの雰囲気やイメージ
が好きではなく、都会に
住んでみたいから 11.5

高齢者や障害者が暮らし
やすい土地で生活したい
から 9.9

子どもを育てる環境に適
した土地で生活したいか
ら 6.1

その他
25.2

無回答
3.8

34.4

9.9

6.1

25.2

3.8

33.6

30.5

11.5

0 10 20 30 40 50

(%)

全　体(N=131）

3 



 

 

２．柳川市に対する愛着度 

少しある

26.8%

ある

57.5%

あまりない

10.7%

ない

2.1%

無回答

3.0%

全　体(N=2,241）

強い愛着は６割。 
少しだけを 
合わせると８割強。
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３．柳川市の大切にしたい、残したい、誇れるもの 

 

 

川下り

北原白秋

ひな祭り（さげもん）

のり、魚介類

うなぎのせいろ蒸し

有明海の眺め

お花

おにぎえ

潮干狩り

中山の大藤

大蛇山

並倉

沖の石太鼓

その他

無回答

70.3

24.1

23.0

18.6

15.1

8.7

7.6

4.6

3.6

2.9

3.2

2.4

28.3

29.0

49.6

0 20 40 60 80
(%)

全　体(N=2,241）

「川下り」「北原白秋」

は郷土の宝。 
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４．合併後の柳川市に求める将来像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

緑豊かな自然環境を大切にするま
ち 46.2

健康づくりや子ども、お年寄りな
どを大切にする保健・福祉のまち 42.1

交通事故や犯罪、自然災害のない
安全なまち 37.2

道路、水路、公園、上下水道など
が整ったまち 25.5

史跡や文化財など、歴史を大切に
し、伝統文化をいかしたまち 25.4

ごみの散乱や公害がない清潔、快
適なまち 24.5

工業、商業、サービス業などが活
発で働く場が豊富にあるまち 24.0

農業や漁業が盛んなまち
17.2

学校教育が充実し、教育環境が
整ったまち 17.2

観光が盛んでにぎやかなまち
14.1

文化・スポーツ活動などの生涯学
習活動が盛んなまち 9.5

人・もの・情報などが活発に行き
交う交流のまち 7.2

その他
1.7

無回答
1.8

46.2

25.4

24.5

24.0

17.2

17.2

14.1

9.5

7.2

1.7

1.8

25.5

37.2

42.1

0 10 20 30 40 50 60
(%)

全　体(N=2,241）

まちづくりのキーワードは 
「自然」「保健・福祉」「安全」。
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５．新市建設計画の基本方針で特に望むこと 

安全で安心、うるおいのある生活環
境づくり（生活環境対策）

やさしさとおもいやりの福祉・健康
づくり（福祉・保健・医療対策）

豊かな風土と調和したやすらぎに満
ちた都市基盤づくり（都市基盤整
備）

地域特性を生かした活力ある産業づ
くり（産業振興対策）

魅力と個性ある教育・文化づくり
（教育・文化・スポーツ振興）

協働による住民主役のまちづくり
（住民参画推進・行財政）

無回答

53.3

16.2

12.8

3.1

35.1

35.3

39.7

0 20 40 60 80

1

2

3

4

5

6

7

(%)

全　体(N=2,241）

新市の基本方針としては 
「生活環境対策」を過半数 
が支持。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．行政サービスと受益者負担についての考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.2 60.3 17.3 9.8 3.4 3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　体
(N=2,241）

受益者負担重視へ指向。

行政サービスの維持・充実を優先すべきで、税など市民全体の負担が増えること
もやむをえない

行政サービスの種類によっては、サービスを受ける人が一部費用を負担し、税な
ど市民全体の負担は増やすべきはでない

行政サービス低下はやむをえず、税など市民の負担は増やすべきではない

わからない

その他

無回答
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７．行政効率化、財政健全化に重要なこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

職員数・人件費削減 
が最多。 

市職員数の削減や給与の適正化
による人件費の削減 58.5
コスト削減のために、民間の経
営方法や技術の活用、仕事の委
託 27.6

市が実施する公共事業や行政
サービスの見直しや縮小 25.3
事業やサービス内容をわかりや
すくするための役所の組織や仕
組みの見直し 20.8

住民と役所が協力し合う、住民
参加型の事業の推進 17.5

市が行う事業の積極的な情報提
供と十分な説明 16.2

市職員の能力や技術の向上
15.9

窓口の対応や申請、受付などの
改善 13.9

住民が求める新たな事業の展開
11.8

市が主催するイベント、講演会
などの廃止、縮小 11.2

歳入増となる新たな財源の確保
10.4

市の施策や事業を評価、検証す
るシステムの構築 10.0

市の助成金・補助金などの減額
や廃止 9.9

公共施設の廃止や統廃合
9.5

その他
1.7

無回答
5.2

58.5

17.5

16.2

15.9

13.9

11.8

11.2

10.4

10.0

9.9

9.5

1.7

5.2

20.8

25.3

27.6

0 10 20 30 40 50 60 70

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

(%)

全　体(N=2,241）
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８．地域社会（コミュニティ）活動への参加状況 

 

地域社会（コミュニティ）活動への参加率 
 

無回答

2.1%

参加して

いる

32.7%

参加して

いない

65.3%

全　体(N=2,241）

 

 

参加者は１／３。 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加していない理由                   参加している活動・団体 
 

行政区（町内会）などの活動
49.0

婦人会や老人クラブ、子ども
会（世話役）などの活動 45.9

ボランティアなどの奉仕活動
15.6

環境美化活動
14.8

保育園・幼稚園や小・中学校
などのＰＴＡ活動 13.4

まちおこし、まちづくり活動
5.6

その他
6.6

無回答
1.1

49.0

13.4

5.6

6.6

1.1

14.8

15.6

45.9

0 10 20 30 40 50 60
(%)

全　体(N=732）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時間的に余裕がないから
46.1

参加するきっかけがないから
25.6

高齢や健康上の理由等で無理
だから 19.5

活動に関する情報がないから
17.4

経済的に余裕がないから
15.0

活動に関心がないから
12.6

活動に生かせる知識や特技が
ないから 11.6

一緒に参加する仲間がいない
から 8.6

家族の理解・協力が得られな
いから

2.3

その他 2.3

 
無回答 10

46.1

15.0

12.6

11.6

8.6

2.3

2.3

10.0

25.6

19.5

17.4

0 10 20 30 40 50 60
(%)

時間的余裕が 
ないが最大の理由

地域に根ざした 
活動が大半。 

全　体(N=1463）
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９．ボランティア活動やコミュニティ活動への参加意向 

 

ボランティア活動やコミュニティ活動への参加意向 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

できれば

参加した

い

45.8%

ぜひ参加

したい

5.9%

あまり参

加したくな

い

23.0%

参加したく

ない・参加

できない

20.8%

無回答

4.5%

全　体(N=2,241）

積極的な人は少ないが、

「できれば参加したい」 
まで合わせると 

ほぼ半数。

 

参加してみたい活動内容 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康づくり
36.4

環境保全
27.6

まちづくり
24.8

高齢者・障害者福祉
22.3

青少年健全育成
18.0

スポーツ
17.3

子育て支援
15.7

学術文化
11.4

国際交流
9.4

産業振興
8.6

その他
0.5

無回答
6.5

36.4

18.0

17.3

15.7

11.4

9.4

8.6

0.5

6.5

22.3

24.8

27.6

0 10 20 30 40 50
(%)

全　体(N=1159）

「健康づくり」 
「環境保全」 
「まちづくり」が 

ベスト３。 
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１０．ボランティア活動や地域社会活動への行政の役割 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボランティアに関する情報提供
51.6

ボランティア講座などによる
人材育成 27.8

活動資金の助成
20.7

活動の場の確保
19.2

ボランティアに関する相談窓口
の充実 18.3

ボランティアに関するニーズ
の把握 15.1

ボランティア間の交流の場の
確保 14.5

ボランティア登録制度の充実
11.0

講演会やセミナーなどによる
啓発 10.5

その他
1

特にない
9

無回答
13.5

51.6

18.3

15.1

14.5

11.0

10.5

1.0

9.0

13.5

19.2

20.7

27.8

0 10 20 30 40 50 60
(%)

全　体(N=2241）

「ボランティアに 
関する情報提供」を 

期待。
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１１．市政情報との接触度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無回答

2.2%
見たことが

ない

2.1%

ほとんど読

まない 詳しく読む

23.9%

 

 

 

 

 

 

 

インターネット利用状況 

 

 

 

柳川市公式ＨＰ活用度 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.0%
必要なとこ

ろだけ読む

16.9%

ざっと目を

通す

48.9%

「広報やながわ」を 
見ている人は９割。

全　体(N=2,241）

たまに見て

いる

21.5%

毎日見て

いる

7.9%

見ていない

65.8%

無回答

4.8%

全　体(N=2,241）

インターネット 
利用は３割。 

インターネット利用者 
のうち市のホーム 
ページを見ている人 

は３割。 

無回答
0.6%

見ていない
65.9%

よく
見ている

3.5%

たまに見て
いる
30.0%

全　体(N=659）
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１２．少子化対策についてのニーズ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育てのための経済的支援の
充実 45.3

地域で子育てを支援できる
体制づくり 21.5

学童期の子どものための
学童保育の充実 20.8

０歳児の受け入れなど保育
サービスの充実 19.1

子どもが安心して遊べる公園
の整備 18.5

子育ての楽しさ・大切さの啓発
18.3

安価でゆとりある公営住宅整備
などの住宅対策の推進 12.4

家事や子育てを男女で共に担う
という考え方の啓発 11.9

妊娠から出産に至るまでの
母子保健サービスの充実 8.9

その他
1.9

特にない
2.7

無回答
5.8

45.3

18.5

18.3

12.4

11.9

8.9

1.9

2.7

5.8

19.1

20.8

21.5

0 10 20 30 40 50 60 70
(%)

全　体(N=2,241）

経済的支援 
に集中。 
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１３．高齢化対策についてのニーズ 

 

 

 

 

 

 

 

 

老人医療対策の充実
30.1

高齢者を地域で支える
体制づくり 26.6

老人ホーム、老人保健施設
などの充実 22.5

ホームヘルパーの派遣など
在宅福祉サービスの充実 21.9

経験や知識を生かせる雇用の場
の確保 21.4

老人クラブの育成など生きがい
と学習の場づくり 17.7
自立した生活を送るための、
バスやタクシーなど交通手段の
充実 17.6

健康づくりのための保健事業の
充実 15.8
高齢者向けの住宅や
バリアフリーなどの生活環境
の充実 10.6

ボランティアの育成や福祉教育
の推進 4.1

その他
0.9

無回答
3.8

30.1

21.4

17.7

17.6

15.8

10.6

4.1

0.9

3.8

21.9

22.5

26.6

0 10 20 30 40 50 60 70
(%)

全　体(N=2,241）

多様な施策が 
求められている。
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１４．今後の合併の必要性について 

 

今後の合併の必要性について 

必要では

ない

42.4%

必要

17.8%

わから

ない

37.2%

無回答

2.6%

全　体(N=2,241）

「必要ない」が 
「必要」を上回る

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

必要でない理由         
 

 

 

 

 

 

 

 

 

合併が必要な理由 
 

 

 

 

 

 

 

住民の声が行政に届きにくくなる
おそれがある 28.9

行政区域が広くなればなるほど、
周辺部がすたれるおそれがある 23.1

きめ細かいサービスが
受けにくくなるおそれがある 17.6

地域のつながりや歴史・文化が
失われるおそれがある 15.5

役所が遠くなり不便になる
おそれがある 9.5

その他
4.7

無回答
4.4

28.9

9.5

4.7

4.4

23.1

17.6

15.5

0 10 20 30 40
(%)

全　体(N=950）

「行財政の 
無駄をなくす」 

に集中。

行財政の無駄を徹底的になくす
48.4

道路や公共施設整備や土地利用
など広い視野でまちづくりが
できる 19.5

地域のイメージアップにより、
企業の誘致や若者の定住が進む 15.5

予算規模が大きくなり、今まで
できなかった大きな事業ができる 14.0

公共施設が自由に利用できる
1.8

その他
1.8

無回答
0.8

48.4

1.8

1.8

0.8

14.0

15.5

19.5

0 10 20 30 40 50 60
(%)

広くなると「行政から 
わすれられるのでは」 
という不安。 

全　体(N=399）
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１５．市の花・木・市民憲章の必要性について 

 

いずれも「必要」が半数を上回る。

 

 

 

 

市の花の必要性            市の木の必要性             市民憲章の必要性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無回答

8.3%

どちらでも

よい

22.4%

必要

64.1%

必要で

ない

5.2%

全　体(N=2,241）

必要で

ない

8.1%

必要

56.4%

どちらでも

よい

24.1%

無回答

11.4%

全　体(N=2,241）

必要で

ない

7.9%

必要

56.4%

どちらでも

よい

23.3%

無回答

12.3%

全　体(N=2,241）
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Ⅱ．中学生アンケート調査の結果 

１．柳川市への住みたい感 

 

柳川市の住みたい感 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住みたくない理由                          住みたい理由 

まあ住み

たいまち

54.5%

住みたい

まち

18.2%
あまり住

みたくない

まち

21.9%

住みたくな

いまち

5.0%

無回答

0.4%

全　体(N=726）

「住みたい」は７割。

市民アンケート 
（９割）より低い。

※市民アンケートと若干、 

質問文は異なる。 

「自分のまち

への愛着」が

主な理由。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分の生まれたまちで
愛着があるから 62.3

豊かな自然環境に囲まれた
暮らしがしたいから 32.4

親や家族と一緒に暮らし
たいから 21.2

柳川市の発展に貢献したい
から 5.9

自分の好きな仕事、能力を
生かせる仕事があるから 4.4

家の仕事を継ぎたいから
2.7

その他
9.7

無回答
1.3

62.3

4.4

2.7

9.7

1.3

5.9

21.2

32.4

0 20 40 60 80
(%)

全　体(N=528）

柳川市では交通や買物など
いろいろな面で不便なこと
が多いから 51.3

にぎやかな都会で生活
したいから 29.2
柳川市では自分の好きな
仕事を選ぶことができない
から 22.6

柳川市にとらわれず、
広い世界で活躍したいから 18.5
なんとなく都会の雰囲気や
イメージにあこがれている
から 14.4

その他
12.3

無回答
3.6

51.3

14.4

12.3

3.6

29.2

22.6

18.5

0 20 40 60 80
(%)

全　体(N=195）

「交通・買物 
などの不便さ」

が主な理由。
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２．柳川市の大切にしたい、残したい、誇れるもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川下り
80.2

おにぎえ
36.2

北原白秋
32.1

のり、魚介類
26.2

有明海の眺め
25.5

うなぎのせいろ蒸し
24.2

大蛇山
17.5

ひな祭り（さげもん）
16.4

お花
14.2

潮干狩り
7.4

中山の大藤
5.1

沖の石太鼓
4.4

並倉
0.7

その他
2.8

無回答
1.1

80.2

25.5

24.2

17.5

16.4

14.2

7.4

5.1

4.4

0.7

2.8

1.1

26.2

32.1

36.2

0 20 40 60 80 100

(%)

全　体(N=726）

「川下り」が８割。 
市民アンケートに比べると

「北原白秋」が低い。 
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３．地域の暮らしやすさについての評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①買物がしやすい

②交通弱者である高齢者
  や子どもが安全である

③ゴミ処理施設やリサイクル
  システムが整備されている

④家庭の雑排水の処理が
  適正である

⑤通学や通勤のための
  交通の便が良い

⑥自然環境や田園景観がよく
  保全されている

⑦祭りなどの伝統行事が活発
  である

⑧学校や図書館などの
  教育・文化施設がよく整備
  されている

⑨医院・病院などの医療施設
  が充実している

⑩公園など憩いの場が
  整っている

⑪娯楽の場がある

⑫近所づきあいなど地域
  まとまりやふれあいが

の
ある

8.3 34.6 41.7 15.2 0.3

5.5 34.3 51.1 8.5 0.6

33.2 52.9 8.84.4 0.7

4.5 29.3 52.2 13.4 0.6

9.9 37.6 40.9 10.7 0.8

12.8 49.7 30.4 6.2 0.8

47.1 40.4 10.5 0.6

1.5

26.0 53.4 16.7 0.4

3.4

12.1 48.2 34.6 3.9 1.2

9.6 34.0 41.5 13.9 1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

7.0 29.5 45.5 17.1 1.0

45.9 27.5 5.120.8 0.7

非常に思う やや思う あまり思わない

全く思わない 無回答
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４．これからの柳川市に求める将来像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緑豊かな自然環境を大切にする
まち 49.6

交通事故や犯罪、自然災害のな
い安全なまち 45.5

ごみの散乱や公害がない清潔、
快適なまち 34.0

観光が盛んでにぎやかなまち
33.2

文化・スポーツ活動などの生涯
学習活動が盛んなまち 26.3

史跡や文化財など、歴史を大切
にし、伝統文化をいかしたまち 22.0
健康づくりや子ども、お年寄り
などを大切にする保健・福祉の
まち 21.2

人・もの・情報などが活発に行
き交う交流のまち 14.7

道路、水路、公園、上下水道な
どが整ったまち 14.2

農業や漁業が盛んなまち
14

工業、商業、サービス業などが
活発で働く場が豊富にあるまち 12.9

学校教育が充実し、教育環境が
整ったまち 8.7

その他
1.4

無回答
0.8

49.6

26.3

22.0

21.2

14.7

14.2

14.0

12.9

8.7

1.4

0.8

33.2

34.0

45.5

0 10 20 30 40 50 60
(%)

全　体(N=726）

まちづくりのキーワードは、

「自然」「安全」。 
市民アンケートに比べると

「保健・福祉」が低い。 
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５．柳川市が重視すべき産業振興策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊かな資源を活かした漁業の振興
29.8

商店街や商業拠点の整備
28.2

地域の特性を活かした農業の振興
27.1

地域の資源を活かした観光の振興
23.0

企業誘致等工業の振興
7.3

よくわからない
33.6

その他
0.3

無回答
1.5

29.8

7.3

33.6

0.3

1.5

23.0

27.1

28.2

0 10 20 30 40
(%)

全　体(N=726）

特に突出した分野はない。

６．環境保全で実施していること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ごみ分別など、
ごみ出しのルールを守る 43.5

びん・缶・生ごみなどの
リサイクルをする 36.1

節電・節水などの
資源・エネルギーを節約する 32.6

環境を守る地域活動に参加する
17.5

よくわからない
33.7

その他
1.2

無回答
1.5

43.5

33.7

1.2

1.5

17.5

32.6

36.1

0 10 20 30 40 50
(%)

全　体(N=726）

「ごみ分別」が４割。 
「よくわからない」が３割。 
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７．ボランティア活動への関心度 

 

ボランティア活動への関心度 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無回答

1.0%

非常に関

心がある

7.2%

まったく関

心がない

11.7%

あまり関

心がない

42.3%

やや関心

がある

37.9%

全　体(N=726）

関心のない層が過半数。

 

行っている、あるいは参加してみたいボランティア活動内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公園・道路などの環境美化の
ための地域活動 36.4

スポーツや文化活動など
（の指導） 34.6

高齢者や障害のある方など
への福祉活動 33.0

子ども会活動などの指導
23.5

国際交流活動
21.4

その他
0.9

無回答
1.5

36.4

21.4

0.9

1.5

23.5

33.0

34.6

0 10 20 30 40 50
(%)

全　体(N=327）

「環境美化」 
「スポーツ・文化」 
「福祉」がほぼ同率。 
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Ⅲ．専修・専門学校生アンケート調査の結果 

１．柳川市の大切にしたい、残したい、誇れるもの 

 

 

 「川下り」「うなぎのせいろ蒸し」が

きわめて高い。 
市民アンケート、中学生アンケート

に比べると、「うなぎのせいろ蒸し」

が高いのが特徴。 

 

 

 

 

 

 

 

 

川下り
84.4

うなぎのせいろ蒸し
70.1

ひな祭り（さげもん）
40.0

北原白秋
29.4

お花
27.3

有明海の眺め
13.2

のり、魚介類
9.1

大蛇山
4.7

中山の大藤
3.6

潮干狩り
3.1

おにぎえ
1.8

並倉
0.8

沖の石太鼓
0.5

その他
2.1

無回答
1

84.4

27.3

13.2

9.1

4.7

3.6

3.1

1.8

0.8

0.5

2.1

1.0

29.4

40.0

70.1

0 20 40 60 80 100
(%)

 

 

 

 

 

 

 

全　体(N=385）
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２．柳川市の住みやすさ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「住みやすい」は少ないが、 
「まあ住みやすい」まで合わせると６割。

市民アンケート、中学生アンケート 
と比べるとやや低い。 
※市民アンケート、中学生アンケートと 

若干、質問文は異なる。 

 

 

 

 

まあ住み

やすい

49.6%

住みやす

い

10.6%

住みにくい

8.8%

無回答

1.0%

あまり住

みやすい

とは思わ

ない

29.9%

全　体(N=385）
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３．地域の暮らしやすさについての評価 

 中学生アンケートでは質問項目を設け 
なかった「雇用の場」がワースト３の中に。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①買物がしやすい

②交通弱者である高齢者や
  子どもが安全である

③ゴミ処理施設やリサイクル
  システムが整備されている

④家庭の雑排水の処理が適正
  である

⑤通学や通勤のための交通の
  便が良い

⑥自然環境や田園景観がよく
  保全されている

⑦祭りなどの伝統行事が活発
  である

⑧学校や図書館などの教育・
  文化施設がよく整備されて
  いる

⑨医院・病院などの医療施設
  が充実している

⑩公園など憩いの場が整って
  いる

⑪娯楽の場がある

⑫雇用の場がある

⑬近所づきあいなど地域の
  まとまりやふれあいがある

9.9 27.8 47.8 13.5 1.0

5.7

6.2

6.0

6.8

14.3

24.9

14.0

12.2

8.8

9.1

18.4

34.8

30.6

23.6

48.6

49.4

47.5

46.8

38.7

16.9

22.6

43.1

52.7

45.7

43.1

44.7

29.4

21.0

31.9

32.2

43.1

37.1

54.3

35.6

22.1

10.1

17.7

22.6

6.5

7.0

8.3

40.8

16.1

10.9

3.9

4.2

4.9

3.4

1.3

2.9

1.3

1.8

1.6

1.3

1.3

2.3

2.6

3.1

1.0

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

非常に思う やや思う あまり思わない

全く思わない 無回答
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４．これからの柳川市に求める将来像 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちづくりのキーワードは、 
「自然」「安全」「快適」 
中学生アンケートと似ている。

 

 
緑豊かな自然環境を大切にする
まち 45.5

交通事故や犯罪、自然災害のな
い安全なまち 40.0

ごみの散乱や公害がない清潔、
快適なまち 33.5

道路、水路、公園、上下水道な
どが整ったまち 28.3

史跡や文化財など、歴史を大切
にし、伝統文化をいかしたまち 27.5

観光が盛んでにぎやかなまち
27.3

健康づくりや子ども、お年寄り
などを大切にする保健・福祉の
まち 27.0

人・もの・情報などが活発に行
き交う交流のまち 23.4

工業、商業、サービス業などが
活発で働く場が豊富にあるまち 18.4

文化・スポーツ活動などの生涯
学習活動が盛んなまち 8.8

学校教育が充実し、教育環境が
整ったまち 6.5

農業や漁業が盛んなまち
5.7

その他
2.6

無回答
0.8

45.5

27.5

27.3

27.0

23.4

18.4

8.8

6.5

5.7

2.6

0.8

28.3

33.5

40.0

0 10 20 30 40 50 60
(%)

 

 

 

 

全　体(N=385）
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５．地域社会（コミュニティ）活動への参加状況 

地域社会（コミュニティ）活動への参加率 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域社会活動に参加していない理由   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加している活動・団体 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加して

いない

94.5%

参加して

いる

4.2%

無回答

1.3%

全　体(N=385）

ボランティアなどの奉仕活動
62.5

行政区（町内会）などの活動
25.0

環境美化活動
18.8

子ども会（世話役）などの活動
6.3

まちおこし、まちづくり活動
6.3

その他
6.3

無回答
-

62.5

6.3

6.3

0.0

25.0

18.8

6.3

0 10 20 30 40 50 60 70
(%)

全　体(N=16）

ボランティアが 
第１位。 

時間的に余裕がないから
72.8

参加するきっかけがないから
37.9

活動に関する情報がないから
33.2

経済的に余裕がないから
19.5

活動に関心がないから
12.4

一緒に参加する仲間がいないか
ら 7.7

活動に生かせる知識や特技がな
いから 6.6

家族の理解・協力が得られない
から 0.5

その他 2.7

無回答 4.7

72.8

12.4

7.7

6.6

0.5

2.7

4.7

37.9

33.2

19.5

0 20 40 60 80
(%)

全　体(N=364）

市民アンケートと 
同様。 
時間に余裕がない 
が最大の理由。 

参加率は低い。
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６．ボランティア活動やコミュニティ活動への参加意向 

 

ボランティア活動やコミュニティ活動への参加意向 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加してみたい活動内容 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

積極的な人は少ないが、 
「できれば参加したい」まで 
合わせるとほぼ半数。 
市民アンケートとほぼ同率。 
中学生アンケートとも大差ない。 

できれば

参加した

い

47.5%

ぜひ参加

したい

4.9%

参加したく

ない・参加

できない

21.6%

無回答

2.6%

あまり参

加したくな

い

23.4%

全　体(N=385）

スポーツ
56.9

高齢者・障害者福祉
31.7

国際交流
27.7

環境保全
17.8

まちづくり
15.8

健康づくり
14.9

子育て支援
13.9

学術文化
9.4

産業振興
3

青少年健全育成
2

その他
2.5

無回答
3.5

56.9

15.8

14.9

13.9

9.4

3.0

2.0

2.5

3.5

17.8

27.7

31.7

0 20 40 60 80
(%)

全　体(N=202）

スポーツが第１位。 
市民アンケートでは、 
「健康づくり」が第１位。 
中学生アンケートでは、 
「環境美化」が第１位。 
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Ⅳ．職員アンケート調査の結果 

１．総合計画の活用度 

 

総合計画を活用している 
職員は４割。

 

 

 

 

 

 

 

4.8 35.7 40.9 11.5 5.4 1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　体

(N=538）

 たまに利用した
　　　　（時々必要なときに見た）

よく利用していた（よく見た）

 内容は見たことがある
　　　　　（パラパラと見た程度）

内容はわからないが、
　　　　　　　あることは知っている 

総合計画がどんなものか知らない 無回答 

 

 

２．柳川市の住みやすさ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８割が住みやすい。 
中学生アンケート、 
専修学校生アンケート 
より高く、 
市民アンケートと同レベル。 

無回答

3.7%
住みにくい

1.3%

あまり住

みやすい

とは思わ

ない

13.6%

まあ住み

やすい

67.3%

住みやす

い

14.1%

全　体(N=538）
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３．柳川市の施策として重視すべき分野 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道路・街路の整備 31.2

掘割・クリークの整備 30.5

少子化対策 28.4

まちなみ・景観の整備 27.7

企業誘致 25.3

地場産業の育成 23.4

自然環境の保全 21.2

商業の振興 17.3

公園・広場の整備 17.3

観光客の誘致 17.1

バス・鉄道などの交通機関の整備 16.4

福祉サービスの充実 15.4

高齢化対策 15.2

駐車場・駐輪場の整備 14.3

下水道・合併浄化槽の整備 14.3

防災・防犯対策 13

学校教育・施設の充実 12.3

市民参加のまちづくり 11

青少年の健全育成 9.7

高収益型農業の確立（農業振興） 8.7

リサイクル事業の推進 8.4

河川の整備 8

スポーツの振興 7.2

文化・芸術の振興 6.9

水産業の振興 6.5

コミュニティ活動の活性化 5.8

交通安全対策 5.6

生涯学習の推進 5.2

情報基盤の整備 3.9

情報公開の推進 2.8

男女共同参画の推進 2.6

その他 4.5

無回答 0.2

31.2

25.3

23.4

21.2

17.3

17.3

17.1

16.4

15.4

15.2

14.3

14.3

13.0

12.3

9.7

8.7

8.4

8.0

7.2

6.9

6.5

5.8

5.6

5.2

3.9

2.8

2.6

4.5

0.2

11.0

27.7

28.4

30.5

0 10 20 30 40
(%)

全　体(N=538）

「道路」「掘割」 
「少子化対策」等 
多様に分散。 
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４．柳川市に求める将来像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緑豊かな自然環境を大切にするま
ち 44.1

ごみの散乱や公害がない清潔、快
適なまち 34.2

健康づくりや子ども、お年寄りな
どを大切にする保健・福祉のまち 32.5

道路、水路、公園、上下水道など
が整ったまち 29.9

史跡や文化財など、歴史を大切に
し、伝統文化をいかしたまち 26.2

工業、商業、サービス業などが活
発で働く場が豊富にあるまち 25.3

交通事故や犯罪、自然災害のない
安全なまち 23.4

観光が盛んでにぎやかなまち
16.7

人・もの・情報などが活発に行き
交う交流のまち 15.6

農業や漁業が盛んなまち
14.7

文化・スポーツ活動などの生涯学
習活動が盛んなまち 13.4

学校教育が充実し、教育環境が
整ったまち 13.2

その他
0.7

無回答
0.2

44.1

26.2

25.3

23.4

16.7

15.6

14.7

13.4

13.2

0.7

0.2

29.9

32.5

34.2

0 10 20 30 40 50 60
(%)

全　体(N=538）

まちづくりのキーワードは 
「自然」「快適」「保健・福祉」 
市民アンケートに比べると 
「快適」が高く、「安全」が低い。
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５．行政サービスと受益者負担についての考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.6 78.6 7.4 3.03.0 0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　体
(N=538）

行政サービスの維持・充実を優先すべきで、税など市民全体の負担が増えること
もやむをえない

行政サービスの種類によっては、サービスを受ける人が一部費用を負担し、税な
ど市民全体の負担は増やすべきはでない

行政サービス低下はやむをえず、税など市民の負担は増やすべきではない

わからない

その他

無回答

市民アンケートに比べると 
受益者負担重視が多い。 
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６．行政効率化、財政健全化に重要なこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市が実施する公共事業や行政サー
ビスの見直しや縮小 38.5

住民と役所が協力し合う、住民参
加型の事業の推進 29.2

市が主催するイベント、講演会な
どの廃止、縮小 26.8

コスト削減のために、民間の経営
方法や技術の活用、仕事の委託 25.1
事業やサービス内容をわかりやす
くするための役所の組織や仕組み
の見直し 21.2

歳入増となる新たな財源の確保
19.9

市の助成金・補助金などの減額や
廃止 19.1

市の施策や事業を評価、検証する
システムの構築 18.0

公共施設の廃止や統廃合
17.5

市が行う事業の積極的な情報提供
と十分な説明 14.5

市職員の能力や技術の向上
12.5

住民が求める新たな事業の展開
7.8

窓口の対応や申請、受付などの改
善 6.5

市職員数の削減や給与の適正化に
よる人件費の削減 4.5

その他
0.9

無回答
0.6

38.5

21.2

19.9

19.1

18.0

17.5

14.5

12.5

7.8

6.5

4.5

0.9

0.6

25.1

26.8

29.2

0 10 20 30 40 50 60 70
(%)

全　体(N=538）

集中した項目はない。 
「公共事業・行政サービスの見直し」が第１位。

市民アンケートでは「職員数、人件費削減」 
が第１位。 
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７．地域社会（コミュニティ）活動への参加状況 

地域社会（コミュニティ）活動への参加率 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域社会活動に参加していない理由 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加している活動・団体 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大半が町内会活動。

無回答

0.4%

参加して

いない

45.9%
参加率は５割と

高い。 参加して

いる

53.7%

全　体(N=538）

時間的に余裕がないから
44.9

参加するきっかけがないから
40.5

活動に関する情報がないから
23.1

活動に関心がないから
17.0

活動に生かせる知識や特技が
ないから 11.3

一緒に参加する仲間がいない
から 8.1

高齢や健康上の理由等で無理
だから 4.9

経済的に余裕がないから
4.0

家族の理解・協力が得られな
いから

0.8

その他 2

無回答 5.7

44.9

11.3

8.1

4.9

4.0

0.8

2.0

5.7

40.5

23.1

17.0

0 10 20 30 40 50 60
(%)

全　体(N=247）

「時間的余裕がない」 
「きっかけがない」が多い。 
市民アンケートに比べると

「きっかけがない」が高い。 

行政区（町内会）などの活動
60.6

婦人会や老人クラブ、子ども
会（世話役）などの活動 23.5

保育園・幼稚園や小・中学校
などのＰＴＡ活動 19.0

ボランティア団体
12.1

まちおこし、まちづくり活動
11.8

環境美化活動
10.0

その他
9.3

無回答
0.7

60.6

11.8

10.0

9.3

0.7

12.1

19.0

23.5

0 10 20 30 40 50 60 70
(%)

全　体(N=289）
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８．ボランティア活動やコミュニティ活動への参加意向 

ボランティア活動やコミュニティ活動への参加意向 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加してみたい活動内容 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

積極的な人が１割。 
「できれば参加したい」まで

合わせると７割近い。 
市民アンケートを 
上回っている。 

できれば

参加した

い

56.3%

ぜひ参加

したい

9.7%

あまり参

加したくな

い

25.3%

参加したく

ない・参加

できない

5.2%

無回答

3.5%

全　体(N=538）

環境保全
34.4

スポーツ
32.1

青少年健全育成
25.4

まちづくり
24.2

健康づくり
20.0

子育て支援
15.8

国際交流
13.0

学術文化
10.7

高齢者・障害者福祉
9.3

産業振興
5.1

その他
0.8

無回答
1.4

34.4

20.0

15.8

13.0

10.7

9.3

5.1

0.8

1.4

24.2

25.4

32.1

0 10 20 30 40 50
(%)

全　体(N=355）

「環境保全」「スポーツ」が 
高い。 
市民アンケートでは 
「健康づくり」「環境保全」。
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９．ボランティア活動や地域社会活動への行政の役割 

 

 

 

 

 

 

 

市民アンケートと同じく「ボランティア

に関する情報提供」が最も高い。 

 

ボランティアに関する情報
提供 59.1

活動の場の確保
29.2

ボランティア講座などによ
る人材育成 28.8

ボランティアに関するニー
ズの把握 27.0

活動資金の助成
24.7

ボランティア登録制度の充
実 21.0

ボランティア間の交流の場
の確保 20.1

ボランティアに関する相談
窓口の充実 16.0

講演会やセミナーなどによ
る啓発 9.7

その他
1.1

特にない
3.9

無回答
1.7

59.1

24.7

21.0

20.1

16.0

9.7

1.1

3.9

1.7

27.0

28.8

29.2

0 10 20 30 40 50 60 70
(%)

全　体(N=538）
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１０．行政サービス提供のあり方 

 

 

 

 

 

 

 

「限られた条件の範囲内での対応」が 
「市民要望先取り」を若干上回っている。

 

 

 

 

 

 

 

 

32.0 15.6 40.1 4.8 4.6 2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全　体
(N=538）

 

市民要望を先取りして対応する 他の自治体に遅れない程度に対応する

限られた条件の範囲内で対応する 市民要望には、安易に対応しない

無回答その他
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１１．柳川市の大切にしたい、残したい、誇れるもの 

 

 

 
「川下り」が圧倒的。 
市民アンケートに比べると「北原白秋

が低い。 

 

 

 

 

 

 

 川下り
71.4

のり、魚介類
37.2

有明海の眺め
30.3

北原白秋
30.1

ひな祭り（さげもん）
21.6

うなぎのせいろ蒸し
17.7

中山の大藤
15.2

おにぎえ
12.1

潮干狩り
11.2

お花
11.0

大蛇山
8.4

並倉
4.8

沖の石太鼓
3.7

その他
7.8

無回答
1.3

71.4

21.6

17.7

15.2

12.1

11.2

11.0

8.4

4.8

3.7

7.8

1.3

30.1

30.3

37.2

0 20 40 60 80
(%)

 

 

 

 

全　体(N=538）
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